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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、急速な円高の進行や中国をはじめとする新興国経済の減速などによ

り、先行き不透明な状況で推移しました。一方、当社グループを取り巻く事業環境は、不安定な海外市況の影響を

受け、国内の鋼材市況及びスクラップ市況は大きく変動しました。

このような状況のもと、当社グループは、当連結会計年度を初年度とする新中期経営計画（平成28年度～平成30

年度）をスタートさせ、長期的な国内市場縮小に耐え得る事業基盤の構築や持続的な成長を支える人材・財務基盤

の強化などに向け、各部署において細分化された目標を掲げ、全社一丸となって着実に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高278億73百万円(前年同期比47億87百万円減)、営業

利益13億80百万円(前年同期比４億７百万円の増益)、経常利益14億51百万円(前年同期比５億65百万円の増益)、親

会社株主に帰属する四半期純利益13億61百万円（前年同期比４億73百万円の増益）となりました。

当第１四半期連結累計期間における各セグメントの業績は、次のとおりであります。

鉄鋼につきましては、鋼材販売価格が下落したことなどにより売上高は減少しましたが、主原料であるスクラッ

プや購入鋼片の価格が前年同期に比べて下落したことや電力・ガス料金などのエネルギーコストが低減したこと、

歩留まり向上などの操業改善による工場コスト削減などにより増益となりました。これらの結果、売上高は274億74

百万円(前年同期比46億28百万円減)、経常利益は13億78百万円(前年同期比５億90百万円の増益)となりました。

エンジニアリングにつきましては、鋳造ロールや魚礁の受注が減少したことなどにより、売上高は２億37百万円

(前年同期比１億28百万円減)、経常損益は38百万円の損失(前年同期比38百万円の減益)となりました。

不動産につきましては、賃貸収入を中心に安定した収益を確保し、売上高は１億61百万円(前年同期比31百万円

減)、経常利益は１億38百万円(前年同期比29百万円の増益)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、1,072億28百万円となり、前連結会計年度末と比べ63億１百万

円減少しました。これは主として、受取手形及び売掛金ならびにたな卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び

貯蔵品）が増加しましたが、現金及び預金が減少したことによるものであります。

負債については、397億68百万円となり、前連結会計年度末と比べ76億22百万円減少しました。これは主として、

支払手形及び買掛金が増加しましたが、有利子負債（短期借入金及び長期借入金）が減少したことによるものであ

ります。

純資産については、674億59百万円となり、前連結会計年度末と比べ13億20百万円増加しました。これは主とし

て、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、東京オリンピック・パラリンピックに向けた都市開発関連の需要などが期待され

るものの、中国を始めとする新興国の景気減速の長期化、英国のＥＵ脱退の影響や不安定な為替状況など先行き不

透明感が残っております。また、国内鋼材市況は中国の高水準な鋼材輸出の影響が引き続き懸念されます。

このような情勢の下、当社グループは、第２四半期連結会計期間におきましても、原材料であるスクラップ価格

は期初の想定を下回る見込みであり、当期間の利益は期初予想を上回る見込みであります。一方、通期業績予想に

つきましては、下期以降の不確定要素が大きく、事業環境を現時点で見通すことは困難であるため、上期業績予想

の修正分のみを加味した数値に修正しております。

詳細につきましては、本日開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

当社グループといたしましては、新たに策定した中期経営計画の基本方針に基づき、諸施策を着実に実行し、収

益を向上してまいる所存であります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,931 21,946

受取手形及び売掛金 23,764 24,366

電子記録債権 1,237 1,221

商品及び製品 8,460 8,660

仕掛品 1,734 1,598

原材料及び貯蔵品 5,215 6,302

繰延税金資産 454 405

その他 1,051 1,009

貸倒引当金 △67 △45

流動資産合計 71,782 65,466

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,004 3,969

機械及び装置（純額） 6,410 6,588

土地 24,120 23,992

その他（純額） 1,021 1,112

有形固定資産合計 35,556 35,662

無形固定資産 201 200

投資その他の資産

投資有価証券 3,125 3,039

その他 2,925 2,919

貸倒引当金 △61 △61

投資その他の資産合計 5,990 5,898

固定資産合計 41,747 41,761

資産合計 113,529 107,228

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,849 15,731

短期借入金 19,583 3,389

未払金 1,371 1,562

未払費用 1,066 1,208

未払法人税等 230 122

賞与引当金 633 312

その他 1,068 659

流動負債合計 36,803 22,987

固定負債

長期借入金 316 6,819

繰延税金負債 4,649 4,408

再評価に係る繰延税金負債 1,113 1,113

環境対策引当金 103 103

退職給付に係る負債 2,307 2,313

負ののれん 930 884

その他 1,167 1,138

固定負債合計 10,587 16,781

負債合計 47,391 39,768
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 20,044 20,044

資本剰余金 7,826 7,826

利益剰余金 35,092 36,454

自己株式 △772 △772

株主資本合計 62,191 63,553

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,054 994

土地再評価差額金 3,134 3,134

退職給付に係る調整累計額 △241 △222

その他の包括利益累計額合計 3,947 3,905

純資産合計 66,138 67,459

負債純資産合計 113,529 107,228
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 32,660 27,873

売上原価 29,132 23,939

売上総利益 3,528 3,933

販売費及び一般管理費

販売費 1,300 1,181

一般管理費 1,255 1,372

販売費及び一般管理費合計 2,555 2,553

営業利益 972 1,380

営業外収益

受取利息 6 7

受取配当金 35 44

負ののれん償却額 46 46

持分法による投資利益 12 12

その他 69 84

営業外収益合計 170 195

営業外費用

支払利息 163 53

賃借料 37 37

その他 55 32

営業外費用合計 257 123

経常利益 886 1,451

特別利益

固定資産売却益 - 4

特別利益合計 - 4

特別損失

固定資産売却損 118 126

固定資産除却損 1 14

減損損失 3 -

特別損失合計 123 140

税金等調整前四半期純利益 762 1,315

法人税、住民税及び事業税 48 129

法人税等調整額 △173 △176

法人税等合計 △124 △46

四半期純利益 887 1,361

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 887 1,361
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 887 1,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 140 △60

土地再評価差額金 △33 -

退職給付に係る調整額 4 19

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 112 △41

四半期包括利益 1,000 1,320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,000 1,320

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額

（百万円）

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）

鉄鋼

（百万円）

エンジニア
リング

（百万円）

不動産
　

(百万円)

計
　

(百万円)

売上高

　外部顧客への売上高 32,102 365 192 32,660 ― 32,660

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

45 0 80 126 △126 ―

計 32,147 365 273 32,787 △126 32,660

セグメント利益又は損失（△）
(経常利益又は経常損失(△))

787 △0 108 895 △8 886

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

利益又は損失
金 額
(百万円)

報告セグメント計 895

セグメント間取引消去 △4

全社営業外損益（注） △4

四半期連結損益計算書の経常利益 886

（注）全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない営業外収益と営業外費用の差額であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額

（百万円）

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）

鉄鋼

（百万円）

エンジニア
リング

（百万円）

不動産
　

(百万円)

計
　

(百万円)

売上高

　外部顧客への売上高 27,474 237 161 27,873 ― 27,873

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

29 ― 66 96 △96 ―

計 27,503 237 228 27,969 △96 27,873

セグメント利益又は損失（△）
(経常利益又は経常損失(△))

1,378 △38 138 1,477 △25 1,451

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

利益又は損失
金 額
(百万円)

報告セグメント計 1,477

セグメント間取引消去 △7

全社営業外損益（注） △18

四半期連結損益計算書の経常利益 1,451

（注）全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない営業外収益と営業外費用の差額であります。
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